


5
月
13
日（
土
）

1
～「人を助ける」ということとは？～
国際救援の現場から

北陸先端科学技術大学院大学
産学官連携　推進センター
教授　山本　外茂男

時間 14：00～15：00

世界のいたるところで、様々な紛争が発生している。そうした現場で苦
しむ人がいると同時にそうした人を助けるために奮闘する人達がいる。
海外で救援活動を行う現場ではどのようなジレンマがあるのか。人が
人を助けることの心構えとは何か。解決困難と思える取組に、どのよう
に立ち向かうことができるのか。アフリカのソマリアでの救援活動の経
験から皆さんと考えてみたいと思います。

講
　
師

時間 15：30～16：30

金沢工業大学
工学部機械工学科
教授　森本　喜隆

講
　
師

石川工業高等専門学校
機械工学科
准教授　原田　敦史

講
　
師

2
祭りがつなぐ人の縁
比較文化の視点から

金沢星稜大学
教養教育部
講師　小西　賢吾

人びとが集い、地域の伝統を継承する祭りや年中行事は、近年では
地域活性化の観点からも注目されています。また、グローバル化時代
においては、地域の枠を越えた人びとの縁を生み出す可能性にも開か
れています。文化人類学、比較文化的視点から、多様な地域の事例を
交えてお話しします。

講
　
師

5
月
20
日（
土
）

3
MaTE（Machine Tools Enthusiats）と活動
地域の若手工作機械技術者の養成
明治維新以降の石川県の機械産業の軌跡を振り返りながら、今後必
要となるIoT技術、人工知能技術に至る最先端の技術動向を紹介し、
学生と若手技術者の育成に取組んでいる活動について報告します。

4
生物から学ぶ新しいテクノロジー
生物のデザインを利用した
工業製品の仕組みを学ぶ
新幹線の先頭車両、汚れがつきにくい壁、水泳のタイムを大幅に更新
する水着など新たな工業製品の開発の際、生物の持つ形状を模倣し
てモノづくりに活かす取組みが進んでいます。これらの仕組みを実例を
挙げながら説明していきます。

6
月
17
日（
土
）

5
能登の里山里海を守る人材の確保

時間 15：30～16：30

実際の社会調査に基づいて研究を進め、その成果をわかりやすく説明
します。

6
月
24
日（
土
）

6
～「和」から「道」へ～
日常の中に論語がある

時間 14：00～15：00

論語の章句は言葉としてだけではなく、私たちの家庭や社会生活の規
範になっていたり、人との交わりで大切なもの、「思いやり」「信頼」「礼
儀」なども孔子の教えがもとになっているものがたくさんあります。孔子
の生きた時代から孔子の求めたもの、日常の身近な中に「孝」「仁」
「禮」「和」がいくらもあることに気づき、それを人生としての「道」に結び
つけたいと思います。

時間 14：00～15：00 時間 15：30～16：30

石川県立大学
生物資源環境学部　環境科学科
准教授　山下　良平

講
　
師

金沢星稜大学
女子短期大学部 
特任准教授　本田　実

講
師






	01_学都石川の才知_平成29年度公開講座_外面ol_P1
	02_学都石川の才知_平成29年度公開講座_中面_本イメージP2
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